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十
二
月
七
日
と
八
日
の
本

会
議
で
は
、
十
九
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
中
学
校
給

食
や
防
災
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。

な
お
、
発
言
者
と
質
問
項

目
の
一
覧
は
下
段
に
、
主
な

内
容
は
二
面
か
ら
四
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

一一一般般般質質質問問問・・・質質質疑疑疑

発 言 者 一 覧
―発言順―（ ）は会派名

山 崎 雄 史（真 誠 会）
①中学校給食の早期実施に向けての進捗状況
②明石市のスポーツ振興

永 井 俊 作（市民クラブ）
①地域主権と市民主権、地域自治包括交付金
②５市民センター構想 ③市民会館の指定管
理者の変更 ④中学校給食への泉市長の思い

中 西 礼 皇（次世代明石）
①明石市における読書の環境 ②たこフェリー
の再開

冨 田 賢 治（民 主 連 合）
①市バス廃止による市民サービスへの影響と
そのスケジュール ②時のまちの観光の取り
組み ③保育所における待機児童解消 ④庁
舎の危機管理

辻 本 達 也（日本共産党）
①新年度予算編成方針 ②たこフェリー
③コミュニティバス ④公契約条例 ⑤水道
メーター取替え業務の委託状況

大 西 洋 紀（政 和 会）
①市長の政治姿勢と政治手法 ②市長の危機
管理意識 ③中学校給食実施の是非

佐々木 敏（公 明 党）
①小学校給食の有効利用 ②市民会館・西部
市民会館・市民ホール等のトイレ ③明石市
民便利帳の市民目線での更新を ④西朝霧丘
市営住宅の外周の安全対策

寺 井 吉 広（真 誠 会）
①自転車の安全対策 ②ひとり暮らしの高齢
者 ③障害者福祉

遠 藤 恒 司（市民クラブ）
①市長の政治手法とその手腕 ②駐車場事業
の費用対効果 ③観光事業の展開 ④明石商
業高校の第２グラウンド建設

木 下 康 子（次世代明石）
①防災の取り組み ②情報システムの最適化
③指定ごみ袋の導入 ④明石市放課後児童健
全育成事業

西 川 あゆみ（日本共産党）
①原発からの撤退と再生可能エネルギーへの
転換 ②介護保険 ③学校給食

辰 巳 浩 司（政 和 会）
①ロマンあふれる明石の歴史 ②明石市土地開
発公社の今後 ③プラスチック製容器包装の分
別収集モデル事業 ④明石市民の健康づくり

松 井 久美子（公 明 党）
①市長が目指すまちづくり、安全、こども、
地域の具体的な展開 ②女性の視点からの防
災対策 ③明石市の入札制度 ④たこバスの
現状と取り組み及び今後の進め方 ⑤次代を
担う子どもの文化芸術体験事業

北 川 貴 則（市民クラブ）
①日本一安全なまち明石の実現のための危機
管理 ②良識ある愛犬家のためのドッグランコ
ーナー ③2012年の成人式 ④たこフェリー

新 田 正 彦（次世代明石）
①地域に開かれた学校づくり ②（仮称）地域
交付金制度導入

樽 谷 彰 人（政 和 会）
①中心市街地活性化基本計画における明石駅
前南地区再開発事業 ②西明石活性化 ③生
活保護費 ④副市長の選任

国 出 拓 志（公 明 党）
①市庁舎内の公有財産の利活用 ②社会福祉
協議会の出先 ③ファミリーサポートセンタ
ー ④求職中の方の子どもたちの保育所入所
⑤各小中学校に製氷機を設置できないか
⑥蜂の巣駆除のためのアイテム無料貸出制度

尾 倉 あき子（公 明 党）
①議案第122号 平成23年度明石市一般会計
補正予算における子宮頸がん予防接種事業費
②食のまち明石を活かした観光振興

灰 野 修 平（志 氣 の 会）
①人口減少時代における本市の人口増加対策
②ワンストップ窓口・サービス ③緊急経済
対策事業における市内商業の活性化

問
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
は
盛
況

だ
っ
た
が
、
本
市
に
お
い

て
も
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
観
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
大
き
な
大
会
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
市
の
考
え
は
。

答
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
市

民
の
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
平
成

二
十
三
年
十
月
に
は
、
中

国
無
錫
市
と
の
友
好
都
市

提
携
三
十
周
年
記
念
の
駅

伝
大
会
を
明
石
公
園
で
開

催
し
た
が
、
大
変
好
評
で

あ
っ
た
。

二
十
四
年
度
は
、
駅
伝

大
会
の
実
施
状
況
を
参
考

に
市
主
催
の
市
民
参
加
型

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

開
催
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
一
元
的
に
所
管
す
る

組
織
づ
く
り
も
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ススス
ポポポ

ーーー
ツツツ

ででで
明明明

石石石
ののの

ににに
ぎぎぎ

わわわ
いいい

ををを
創創創

出出出

問
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
市
が
検
討
中

の
（
仮
称
）
地
域
交
付
金

制
度
に
つ
い
て
聞
く
。

答
地
域
へ
の
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
進
め

て
お
り
、
そ
の
導
入
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

よ
っ
て
状
況
や
課
題
が
異

な
る
中
、
地
域
の
裁
量
で
、

実
情
に
あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
や
解
決
策
を
効
果
的
に

展
開
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。交
付
の
対
象
と
な
る
組

織
の
構
成
や
交
付
金
の
算

定
基
準
な
ど
、
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

（
仮
称
）
明
石
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
検

討
委
員
会
を
は
じ
め
、
市

議
会
や
地
域
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
来
年
度
か
ら
は

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、

制
度
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。

地域交付金制度

問
県
が
津
波
想
定
高
を
二

倍
に
引
き
上
げ
た
こ
と
で

警
戒
区
域
や
予
想
浸
水
区

域
が
拡
大
し
、
防
災
対
策

の
強
化
や
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
た
が
市
の
対
策
は
。

答
見
直
し
後
の
津
波
の
高

さ
は
３
・
４
５
㍍
で
、
地

震
発
生
後
八
十
分
か
ら
百

分
で
到
達
す
る
。
市
の
沿

岸
部
の
海
抜
は
お
お
む

ね

３
㍍
前
後
あ
り
、
防
波

堤

や
護
岸
が
整

備
さ
れ
て
い

る
た
め
家
屋
が

倒
壊
、

流

出
す
る
可
能

性
は
低
い
。

し
か
し
、
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
区
域
で
は
避
難
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

沿
岸
部
の
小
学
校
区
で

順

次
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
。
今
後
は
避

難
訓
練

等

の
実
施
や
避
難

場
所
お
よ

び
経
路
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
市
役
所
が

使
用
で
き
な
い
場
合
の
対

策
を
含
め
た
業
務
継
続

計

画
の
策
定
な
ど
、
防
災

力

強
化
に
努
め
る
。

問
市
長
の
た
こ

フ
ェ
リ
ー

再
開
へ
の
意

欲
を
聞
く
。

答
た
こ
フ
ェ
リ
ー
の

休
止

か
ら
一
年
が
経
過
す
る
が
、

早
期
再
開
を
目

指
し
、
平

成
二
十
三
年
九
月
に
は

淡

路
三
市
と
と
も
に
国
に
要

望
を
行
い
、
十
月
に
は
市

長
自
ら
国
土
交
通
省
に
要

望
し
て
き
た
。
一

方
、
県

お
よ
び
関
係
市
で
小
型
船

の
購
入
や
乗
り
場
の
統
合

等
検
討
も

行
い
、
早
期
再

開
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
だ
。

こ
う
し
た
中
、

ジ
ェ
ノ
バ

社
か
ら
中

古
小
型
船
の
購

入
に
つ
い
て
提

案
が
あ
っ

た
が
、
た
こ

フ
ェ
リ
ー
再

開
の
条

件
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
中

止
を
求

め
た
。

現
在
、
ジ
ェ
ノ
バ

社
を
含
め
た
関

係
者
間
で

今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て

意
見
交

換
を
し
て
お
り
、

年
明
け
に
は
一
定
の

方
向

性
を
示
し
た
い
。

休休休
止止止
かかか
ららら
一一一

年年年

問
持
続
可
能
で
安
全
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
・
拡
大
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
け
る

推
進
施
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答
本
市
が

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
に
は
、

風
力
発
電
は
風
速
が
十
分

で
な
く
、
水

力
発
電
は
土

地
の
高

低
差
が
少
な
い
た

め
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
太
陽
光
発
電
は
、

国
や
県
の

充
実
し
た

補
助

制
度
や

電
力
の
買
取
制
度

が
あ
り
、
導
入

経
費
に
見

合
う
発
電
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、

普
及
推
進
の

た
め
、
国
の

補
助
に
上
乗

せ
し
た

住
宅
用
発
電
設
備

設
置
補
助
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、

温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
や
電
力
不
足

の
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ

る
た
め
、
国
の

政
策
の
動

向
を
踏
ま
え
、
効

率
的
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
推
進
で
き
る
よ
う
、

本
市
に
お
い
て
も
新

エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

問
第
五

次
長
期
総
合
計
画

で
は
平
成
三
十
二
年
度
の

人
口
目
標
を
約
二
十
九

万

人
と
し
て
い
る
が
、

具
体

的
な
人
口
増
加
策
を
聞
く
。

答
本
市
と
し
て
は
さ
ま

ざ

ま
な

世
代
の
流
入
や
定

住

を
促
進
し
て
い
く
が
、

単

に
人

口
を

維
持
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
明
石
に

住
ん

で
幸
せ
だ
と
思
え
る
市
民

幸
福
度
日
本
一
の
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
。

人
口
目
標
を
実

現
す
る

た
め
に
は
、

小
学
校
区
を

単
位
と
す
る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の
強
化
や

子
育
て
家
庭

へ
の
支

援
な
ど
、
地
域
の

中
で
子
ど
も
を
安
全
に
安

心
し
て
育
て
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
や
、
中

心

市
街
地
の

活
性
化
な
ど
の

地
域
資
源
を
生
か
し
た

経

済
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
が
明

石
で
自
分
の
夢
や
目
標
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

10年
後
も
人

口
維

持

問
東
日
本
大
震
災
の

教
訓

か
ら
、

全
国
で
防
災
対
策

を
見
直
す

動
き
が

活
発
化

し
て
い
る
。
本
市
の
防
災

会
議
に

女
性
委
員
は
い
な

い
が
、
積
極
的
に
登
用
し
、

女
性
の

視
点
に
立
っ
た
防

災
対
策
の
構
築
が
必
要
と

思
う
が
市
の
考
え
は
。

答
明
石
市
防
災
会
議
の
委

員
は
国
や
県
の

職
員
、

消

防
団
、
電
気
、

ガ
ス
事
業

者
等
か
ら
任
命
し
て
お
り
、

市
民
の

命
を
守
る
こ
と
を

最
重
点
に
ハ
ー
ド
面
対
策

を
重
視
し
た
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
東
日
本

大
震
災
で
課
題
と
な
っ
た

災
害
弱
者
の
視
点
を
踏
ま

え
た
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

女
性
委
員
の
登
用
を
は
じ

め
、
防
災
会
議
の
メ
ン

バ

ー
の
選
任
に
つ
い
て
見
直

し
す
る
と
と
も
に
、
防
災

対
策
で
重
要
と
な
る
地
域

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
意

見
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
助

言
し
て
い
き
た
い
。

東日本大震災を教訓に

明石公園で開催した駅伝大会
リ

レ
ー

マ
ラ

ソ
ン

大
会

を
検

討

た
こ
フ
ェ
リ
ー

年
明
け
に
方
針
示
す

再再再生生生可可可能能能エエエネネネルルルギギギーーー

明石は太陽光に期待

新たな構想案が必要

市

民
主体のまちづくり

モデル事業を実施
日

本
一
の
ま
ち
へ

市
民
幸
福
度

� �
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ソ フ ト 面 に 課 題

津津津津
波波波波

のののの
想想想想

定定定定

明
石
は

3.45メ
ー
ト
ル

１
時

間
半

で
到

達


